
10
月
23
日
（
月
）
、
ク

レ
サ
ラ
交
流
会
の
第
６
分

科
会
「
被
害
事
例
に
学
ぶ
、

滞
納
処
分
対
策
の
具
体
的

方
法
」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
は
要

求
運
動
部
か
ら
、
久
村
会

長
、
寺
本
部
長
ら
６
名
で

し
た
。

滞
納
処
分
対
策
全
国
会

議
代
表
の
角
谷
税
理
士
は
、

「
無
理
な
納
付
計
画
の
押

し
付
け
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
」
上
で
、
「
申
告
納

税
制
度
で
は
、
滞
納
者
へ

の
厳
正
か
つ
的
確
な
対
処

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
猶
予
制
度
を
設
け

て
、
実
情
に
即
し
納
税
者

か
ら
十
分
聴
収
し
て
誠
実

に
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
」
。
分
納
額
は
合

理
的
か
つ
妥
当
な
「
滞
納

者
の
事
業
の
継
続
又
は
生

活
の
維
持
を
困
難
に
す
る

こ
と
な
く
、
期
間
内
に
各

月
に
お
い
て
納
付
す
る
金

額
」
＝
「
精
一
杯
の
金
額
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
解
説
し
ま
し
た
。

換
価
の
猶
予
は
「
申
請

型
」
が
創
設
さ
れ
た
一
方

で
、
従
来
の
「
職
権
型
」

担
当
官
が
渋
り
、
あ
ま
り

使
わ
れ
て
い
な
い
。
納
税

の
「
誠
実
な
意
思
」
と
は
、

現
在
の
誠
実
性
（
優
先
的

に
納
税
）
や
過
去
の
納
税

実
績
（
約
束
の
完
全
履
行
）

な
ど
、
到
底
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
内
容
が
多
い
な
ど

の
状
況
も
交
え
、
納
税
猶

予
措
置
の
活
用
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

滞
納
処
分
対
策
全
国
会

議
・
事
務
局
長
の
佐
藤
弁

護
士
は
、
総
務
省
の
自
治

体
宛
の
税
務
行
政
の
留
意

事
項
で
「
滞
納
処
分
で
生

活
困
窮
と
な
る
場
合
に
は

執
行
停
止
が
で
き
る
」
、

「
各
自
治
体
で
滞
納
者
の

個
別
・
具
体
的
な
実
情
を

十
分
に
把
握
し
、
適
正
な

執
行
に
努
め
る
こ
と
」
な

ど
の
内
容
を
紹
介
。

平
成
31
年
の
財
務
金
融

委
員
会
で
日
本
共
産
党
の

質
問
に
稲
岡
政
府
参
考
人

が
「
地
方
税
に
関
し
て
も
、

個
々
の
実
情
に
即
し
、
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
基

本
」
と
答
え
て
い
る
も
の

の
、
現
実
に
は
違
法
な
徴

収
が
続
い
て
い
る
事
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

実
例
踏
ま
え

対
策
を
交
流

滞
納
処
分
対
策
全
国
会

議
・
事
務
局
次
長
の
仲
道

司
法
書
士
か
ら
実
例
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
給
料
が

通
帳
に
振
り
込
ま
れ
た
当

日
、
品
川
区
が
全
額
を
差

し
押
さ
え
た
事
例
を
紹
介
。

「
給
料
の
一
定
額
は
差
押

禁
止
債
権
に
当
た
り
、
全

額
差
押
え
は
で
き
な
い
。

大
阪
高
裁
で
の
『
給
与
が

振
り
込
ま
れ
た
口
座
の
差

押
処
分
は
、
実
質
的
に
給

与
（
差
押
え
禁
止
財
産
）

を
差
押
さ
え
た
も
の
と
同

視
で
き
る
場
合
は
違
法
と

な
る
』
旨
の
判
決
（
令
和

元
年
）
を
基
に
対
応
し
て

い
く
」
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
自
治
体
と

の
交
渉
で
相
談
を
受
け
た

司
法
書
士
も
退
席
さ
せ
ら

れ
た
香
川
県
で
の
事
例
も

紹
介
し
、
地
方
税
の
厳
し

い
滞
納
処
分
と
、
相
談
・

交
渉
で
の
対
応
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
は
、
平
成

28
年
の
岡
山
の
滞
納
処
分

問
題
西
日
本
交
流
会
、
平

成
29
年
の
長
野
県
上
田
市

の
ク
レ
サ
ラ
・
生
活
問
題

被
害
者
交
流
会
以
来
久
し

ぶ
り
で
し
た
が
、
未
だ
に

強
権
的
な
徴
収
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
、
特
に
群

馬
県
で
は
、
他
に
見
な
い

ほ
ど
の
強
権
的
な
徴
収
が

さ
れ
て
い
る
事
が
判
り
ま

し
た
。
北
民
商
の
会
員
さ

ん
に
も
こ
の
様
な
事
が
起

こ
ら
な
い
様
、
頑
張
ら
な

く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

【
可
部
北
支
部
長

寺
本
政
喜
記
】
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全
国
ク
レ
サ
ラ
・
生
活
再
建
交
流
集
会

強
権
的
な
徴
収

事
例
に
学
び
一
緒
に
対
策
を

要
求
運
動
部
長

寺
本
政
喜
さ
ん

10
月
22
日
（
日
）
、
全

商
連
は
全
国
７
会
場
で

「
会
長
・
事
務
局
長
会
議
」

を
開
催
。
北
民
商
か
ら
は

久
村
会
長
と
陶
山
事
務
局

長
が
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
全
国
を
結
ん

で
、
太
田
全
商
連
会
長
が

団
結
を
呼
び
か
け
。
纐
纈

（
こ
う
け
つ
）
厚
・
山
口

大
学
名
誉
教
授
が
「
軍
事

大
国
化
し
た
日
本
と
、
私

た
ち
の
た
た
か
い
の
展
望
」

と
題
し
て
講
演
、
午
後
は

５
つ
の
分
散
会
で
内
容
を

深
め
合
い
ま
し
た
。

ま
と
め
で
加
賀
全
商
連

副
会
長
（
広
島
県
連
会
長
）

が
、
「
民
商
・
全
商
連
が

無
け
れ
ば
、
中
小
業
者
は

自
己
責
任
で
困
難
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
要
求
運

動
と
組
織
建
設
を
一
体
に

組
織
拡
大
に
全
力
を
上
げ

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

【
陶
山
記
】

要
求
運
動
と
組
織

建
設
を
一
体
に

久
村

守
会
長

会
長
・
事
務
局
長
会
議

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
岸
田
政
権

は
戦
争
準
備
の
た
め
の
政

治
を
し
て
い
る
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。
全
商
連
の
理

念
に
「
民
商
・
全
商
連
の

運
動
は
、
会
員
の
利
益
・

幸
せ
だ
け
で
な
く
、
中
小

業
者
全
体
の
幸
福
と
つ
な

が
っ
て
い
る
」
、
「
団
結

こ
そ
何
も
の
に
も
勝
る
宝

で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
「
平
和
で
こ
そ
商

売
繁
盛
」
と
訴
え
て
い
ま

す
。
日
本
政
府
が
ア
メ
リ

カ
に
追
従
し
戦
争
協
力
す

る
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い

事
で
す
。
税
金
を
無
駄
に

使
う
ぐ
ら
い
な
ら
、
国
民

に
返
し
て
ほ
し
い
。

分
散
会
で
は
活
動
を
交

流
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
て

話
し
合
う
民
商
活
動
の
基

本
に
戻
っ
て
、
全
支
部
で

班
会
・
役
員
会
を
開
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
や
記
帳
・
申
告
学
習

会
も
全
会
員
参
加
で
開
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

班
・
支
部
の
立
て
直
し

や
会
員
拡
大
・
読
者
拡
大

も
や
っ
て
い
き
た
い
。
事

務
局
長
と
し
っ
か
り
話
し

合
い
な
が
ら
、
民
商
活
動

を
考
え
、
役
員
・
会
員
の

皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
久
村

守
記
】

全
商
連
「
会
長
・
事
務
局
長
会
議
」

全
会
員
参
加
で
力
を
合
わ
せ
、
政
治
変
え
よ
う

全国の民商の会長と事務局長が参加

要求運動部を中心に参加し学習

も
み
じ
銀
行
と
懇
談
し
ま
す

11
月
８
日
（
水
）

昼
２
時

※
コ
ロ
ナ
後
の
融
資
な
ど
で
懇
談
し
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


